
1

＜違い＞を捉えよう
～違いの分析から始める問題解決～
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流れ

•背景と問題分析

•解決策
•実際のワークショップのコンテンツより工夫した点

•効果

•まとめと今後の課題

背景と問題分析

ソフトウェア関連業務を取り巻く背景

• さまざまな考え方やコンテキストを持つ人達が集まってモノゴトを
作り上げている

•対立や意見の食い違いといった問題が発生する場面がある
•顧客との調整・折衝
•同僚との議論
•上司との面談

•研修・勉強会への参加
などなど

様々な場面を分析してみると…

•考え方が違う

•持っている前提が違う

•期待値が違う

•同じ目的でも選ぶ手段が違う

•同じことでも表現が違う

…背景には＜違い＞があるのかも？

モヤモヤを分析した結果からワークショップに

違い
違いを楽しめると
良さそう！
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強みによる「違い」に対する考え方の違い

• 「ストレングスファインダー*」で見つけられる「34の強み」より

【目的設定】＜違い＞を 楽しむ 捉えることにフォーカス

個別化 公平性

特徴 一人ひとりが持つユニークな個性に
興味を惹かれる
人を一般化したり、あるいは類型
化することに我慢できない
個人個人のちがいに着目する

地位とは関係なく人々を平等に扱う必要
性を強く信じていて、だれか一人が特別
扱いされることを望まない
規則が明確でだれにでも平等に適用され
る矛盾のない環境で、人々は最高の働き
をすると信じている

傾向 「違いがあること」を基本とするため、
「違いがあること」を楽しめる

「平等であること」を基本とするため、
「違いがあること」を楽しめない

*マーカス・バッキンガム，ドナルド・O．クリフトン，さあ、才能(じぶん)に目覚めよう―あなたの5つの強みを見出し、活かす，日本経済新聞社

他の類似対策との比較

「相手の立場になって考える」「相手の視点で考える」
コンテキストが大きくかけ離れている・全体像が見通せない
➔相手の立場が把握しきれない状況にある場合も多い
相手にフォーカスしすぎてしまう
➔自身の意見や考えを見失ってしまう

＜違い＞を捉えることにフォーカス
限られたスコープ内での＜違い＞のみ

「相手の立場」まで思考できない状況においても有効
自身の意見や考えを基準に他者の意見や考えにも向き合う

➔より広範囲に適用可能

解決策

ワークショップの構成

※2回目：プチWACATE（WACATE主催の個別勉強会）での本セッションのみの再演時

＜違い＞を
捉えるワーク

＜違い＞を
活用するワーク

動機づけ

ふりかえり

動機づけ

ワーク前の動機づけ

★工夫点★
実際にあった事例を4パターン紹介

➔参加者の近しい事例と結びつけてもらう

＜違い＞を捉えるワーク

お題：写真に＜セリフ＞をつけましょう
※個人で考えて、付箋に書く

写っている人物は
参加者の一部のみ
知っている人物

＜セリフ＞

★工夫点★
コンテキストの＜違い＞が
出やすくなるように考慮
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＜違い＞を捉えるワーク

①共通点を探してみよう

②違う点を探してみよう

③気付きを出してみよう

★工夫点★
「共通点」を先に考える構成

※普段＜違い＞を探すことに慣れ
ていない参加者の思考をフォロー

★工夫点★
「共通点」との対比も一つの観点

より多くの＜違い＞が見つけやすくなる

＜違い＞を活用するワーク

お題：テストチームの一場面

★工夫点★
イメージしやすく、意見の＜違い＞

が出そうなお題を設定

＜違い＞を活用するワーク

①自分の意見を決める

②チームミーティング

③気づきを出して共有

★工夫点★
「個人で選択した結論」と合わせ
て「選択の理由」「選択に至った
背景（過去の経験など）」の欄

があるフォーマットを用意
➔＜違い＞を捉えやすくした

ワーク後の動機づけ

★工夫点★
勉強会参加者によくある「学んだことを業務
では使えない」と思考を止めてしまわずに、
活かせる場面が増やせる可能性を提言

★工夫点★
本セッションをワークショップ全体の前半に配置
残りの時間を実践の場として活用しよう！と提言

ふりかえり

★工夫点★
各自の活かす時期を共有

活用イメージの定着と活用宣言により
今後の活用度合いを上げる

★工夫点★
イメージできない参加者向け

の回答例を提示

効果
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初回アンケート結果より
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演習レベル

演習時間・レベルに改善の
余地あり

概ね好評

初回アンケート結果より

前提を疑うことも特に必要と気付いた

個人の経験がアウトプットに
強く結びついていることを実感した

コンテキストで変わることをよく感じた

いつも以上に違いを意識できて良かった！

違いの理解、面白かった！

狙い通りに＜違い＞を
体感してもらえた

スコープを超える反応も

2回目アンケート結果より 全員が100点満点で60点以上

開催日(5/13)～3週間以内
に活かせそうと回答

【活かす場面】開発との仕様決め／テスト設計レビュー／レ
ビューの場／同僚やお客様とのMTG／チームでの意思疎通
／メンバーとのコミュニケーション／普段のコミュニケーション／
意見がぶつかったとき／議論になったとき／気づきを話し合う

2回目アンケート結果より
楽しかった、いろんな価値観があると思った

お客様との共通点と違いを明確化させて、
違いのところを詰められそう

冷静な分析をするきっかけにできそう

相手の背景やその考えに至った理由など
を俯瞰することで、建設的に議論できそう

仕事だけでなく普段人と意見が合わないと
きにも自分の気持ちをポジティブに持てそう 前向きな反応から

目的を上回る効果も

＜違い＞を活かす
イメージを持ってもらえた

＜違い＞へのフォーカスが
強まった結果の好反応

対人関係が苦手なので、苦手な人の違
いを捉えてポジティブに変換できればいい

まとめと今後の課題

まとめと今後の課題

•＜違い＞を捉えることにフォーカスすることで様々な問題の解決や発生を
予測した対処が行え、課題に向き合うことができると考えた

•実践する土台となる練習の場として、体感できるワークショップを構築・実
践

•以下のいずれの形式でも活用可能であることがわかった
• 数日間の研修の導入部に配置する1セッション

• 1時間半程度の個別テーマ研修ワークショップ

•自職場に持ち帰り、ワークを実施してくれた参加者もいた

•適用範囲の拡大を試みたい
• 様々な実施形態

• 幅広い層に向けて適用（参加者層に応じて演習に用いるお題を検討）

QAではなかったけど、
必要な知識だった

このワークの考え方
が広まれば良い
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